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 「検定成績とりまとめ」は、乳量・乳成分・受胎率・分娩頭数・死産率などについて、過去 5 年

間の成績をグラフにしたものです（Excel ファイル）。全道や地区別の集計値はもちろん、組合別・

市町村別や農家別の集計結果も利用できます。 

 このグラフを見ると、年々どのように成績が推移しているのか、また毎年の季節毎の変化も確認

することができます。暑熱の影響もグラフに現れますので、暑熱対策が適切だったかどうかの確認

にも使用できます。 

 検定成績とりまとめグラフは、牛群検定 Web システムからダウンロードするだけで利用可能で

す。皆さんの牛群管理に是非ご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DATA シートにグラフの数値が格納されているのでデータ利用も可能です 

   「検定成績とりまとめ」グラフで 
        検定成績の推移を確認できます 

公益社団法人 北海道酪農検定検査協会 

過去 5 年の成績推移をグラフで確認 

季節による変化（暑熱など）も確認 

全道・地区別・組合別・市町村別・農家別 

様々な単位で集計したものを利用可能 

Excel なので加工もできます 

ダウンロード 

開く 
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ご利用方法 

 

1. 牛群検定 Web システムへログインします 

 牛群検定 Web システムには北酪検のホームページから移動できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザーID とパスワードを入力して、[ログイン]をクリック 

北酪検 HP 右下にある 

[牛群検定 Web システム パソコン版]をクリック 
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2. メニュー画面の「公開情報」をクリックします 

 

 
 

3. 「検定成績とりまとめ」の検索 

   下記の①から④の手順で必要な情報の検索を行います。 

     ※検索対象は、直近情報のみとなります。 

 
 

 

 

②［月次帳票］をクリック 

① 

［公開情報］をクリック 

③必要な情報にチェックを入れる 

 「検定成績とりまとめ（全道/地区）」 

 「検定成績とりまとめ（組合）」 

 「検定成績とりまとめ（市町村）」 

 「検定成績とりまとめ（農家）」 

④［検索］をクリック 

変更なし 
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4. 検索結果から利用したいファイルをダウンロードします 

 

 ダウンロード方法には、1 ファイルずつダウンロードする方法と、まとめて複数のファイルを 

ダウンロードする方法があります。 

 

 ＜1 ファイルずつダウンロードする方法＞ 

 

 ダウンロードしたファイルをクリックすると「検定成績とりまとめ」の Excel が開きます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※ファイルは「ダウンロード」フォルダに保存

されます。 

 

 

ダウンロードしたいファイル名をクリック 

クリック 
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 ＜複数ファイルをまとめてダウンロードする方法＞ 

 

 

                               
 

ダウンロードした圧縮ファイルをクリックすると、ダウンロードフォルダに遷移します。 

 

 

  

 

 

 

 

  圧縮ファイルを解凍すると、先ほどチェックを付けた Excel ファイルが入ったフォルダが作成

されます。 

 

 

 

 

 

 

  解凍したフォルダ内のファイルをダブルクリックすると「検定成績とりまとめ」の Excel が開 

 きます。 

 

 

 

 

 

ダブルクリック 

ダウンロードしたいファイルにチェック 

［一括ダウンロード］をクリック 

クリック 
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【参考】暑熱時の成績変化 

 

 暑熱の影響を受けると、検定成績には次のような変化が出てきます。 

 

 ・管理乳量、乳成分率の低下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・受胎率の低下、秋の授精増加 

  

 

 

  

 

 

 

 

 ・翌年の分娩のずれ、搾乳日数増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検定成績に暑熱の影響が見られる場合は、今一度、暑熱対策の見直しをお願いします。 
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【参考】死産について 

 

 死産について、日頃より意識されているでしょうか？ 

 周産期状態の良し悪しは経営に直結するため、牛群管理では母牛の管理のみに目を奪われがちで

す。しかし、長期的に見て死産による経済的損失は無視できるものではありません。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 検定成績とりまとめグラフには「死産率」のグラフがあります。ご自分の死産率が、今どの程度

なのか、確認しておきましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 死産の原因は、難産や栄養不足など様々です。その中でもはっきりとした原因の一つとして、子

牛への寒冷ストレスがあります。グラフを見てもわかる通り、死産は冬に増加します。産まれたば

かりの子牛は寒さに弱く、十分な寒さ対策を行わずに長時間放置すると死亡してしまうことがある

ためです。少しの寒さ対策でこの死産は防ぐことができます。 

 

 

 冬期間の死産率が上昇している場合は、子牛の寒さ対策を行ってください。 

 不要な損失を防ぐことができます。 

 

✓ 後継牛の損失 

 → 将来の搾乳牛が 1 頭少なくなり、この牛が今後もたらす利益がなくなります 
 

✓ 母牛への影響 

 → 死産した母牛はその後の繁殖成績や生産性が低下し、 

   大きな経済的損失をもたらすことが知られています 

死産による経済的損失 

冬に増加 


